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本業務の実施に当たっては、ヒートアイランド現象に係る有識者及び地方公共団体の環境部局 

担当者、都市開発に携わる民間事業者等から構成する検討会を開催した。開催概要は巻末に参

考資料６として添付した。 

 

【検討委員】 

委員長  成田 健一    日本工業大学 工学部 建築学科 教授 

委 員  足永 靖信    国土交通省 国土技術政策総合研究所 建築研究部 環境・設備基準 

研究室 室長 

国富 剛    三菱地所株式会社 開発推進部 副長 街づくり支援室（一般社団 

法人大手町・丸の内・有楽町地区まちづくり協議会事務局） 

後藤 圭二      環境省 近畿環境パートナーシップオフィス 環境政策部局 相

談役 

都築 和代      産業技術総合研究所ヒューマンライフテクノロジー研究部門  

環境適応研究グループ長 

鍋島 美奈子    大阪市立大学大学院 工学研究科 都市系専攻 准教授 

堀越 哲美      愛知産業大学 学長 

本條 毅    千葉大学大学院園芸学研究科 教授 

三坂 育正   日本工業大学 工学部 建築学科 教授 

【開催日程】 

第 1回検討会 平成 26年６月 16日（月）10：00～12：00 

第 2回検討会 平成 26年 10月 29日（水）10：00～12：00 

第 3回検討会 平成 27年２月 24日（火）17：00～19：00 

 

また、人への温熱生理的な反応に係る評価手法の検討については、以下の有識者からなる暑熱 

ストレスリスク検討ワーキンググループを組織し、助言等を頂いた。ヒアリング内容は巻末に

参考資料６として添付した。 

 

【暑熱ストレスリスク検討ワーキンググループ】 

井上 芳光   大阪国際大学 人間科学部 教授 

都築 和代   産業技術総合研究所 ヒューマンライフテクノロジー研究部門 環境適応研究 

グループ長 

三宅 康史   昭和大学医学部 救急医学講座 教授 

 


